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要 旨 
 中国的改革开放已经走过了 30 多年的历程，伴随着对外开放的不断深入，高等
教育的改革也经历了显著的发展和变化，教育国际化的趋势日益明显。中外合作办
学作为教育国际化的一个重要组成部分，在引进国外优质教育资源和先进教育理念，
提高教育教学质量，促进我国高校国际化发展等方面起到了非常重要的作用。高等
教育的国际化要求我们放眼世界，在全球范围内与各国高等学校,特别是发达国家
的优势学科开展合作与交流。在此形势下，河北工业大学外国语学院日语专业积极
开展对外合作，与日本铃鹿国际大学开展了“2+2”跨学科合作办学项目，取得了
很好的效果。参加该项目赴日留学的学生迄今为止（2014 年）已毕业 36 人，在校
生 12 人，已毕业的学生中一部分考上了日本的著名学府京都大学、名古屋大学以
及东北大学等知名高校的硕士研究生、博士研究生，一部分学生毕业后在日本公司
就职，大部分学生已经学成回国就职于北京或天津的日资企业、银行、学校等单位，
这些项目参加者目前均活跃在中国或日本的各个领域。因此本章首先介绍该合作办
学项目的办学理念及办学模式和办学特色，在此基础上将对 48 名项目参加者进行
的问卷调查结果进行分析，从实证的角度考察中外合作办学培养国际化复合型人才
的效果，并提出河北工业大学日语专业与国外高校合作办学的有效建议。 
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はじめに 
中国は改革開放政策が実施されて以来、38 年が経過した。経済の開放の深化に伴って、
近年高等教育の改革も著しく進化し、教育分野のグローバル化が日増しに進んだ。「中外合
＊ 河 北 工 業 大 学 外 国 語 学 院 日 本 語 学 科 副 教 授 、 異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
（Crosscultural Communition） ＊＊本学教授、近代中国史（Modern China history） 
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作教育」方式は教育のグローバル化の重要部分であり、外国の優良な教育資源と先進的な
教育理念を導入し、授業の質的内容を改善し、中国の高等教育の国際化的発展を実現する
面において大きな役割を果たした。高等教育のグローバル化を実現するために、世界に目
を向けて、世界各国の大学（特に先進国の強力な学科）と協力関係を結び、交流をしなけ
ればならない（１）。このような現状において、河北工業大学外国語学院の日本語学科は積
極的に対外交流を展開し、日本の鈴鹿大学と協定を締結し、“2＋2”のダブルディグリー・
プログラムを 2008 年に決定した。このプログラムは非常に良好な効果を収めた。本稿は当
該プログラムの教育理念や、合作モデル、プログラムの特色などを研究し、48 名のプログ
ラム参加者に対するアンケート調査の結果を分析し、実証研究を通して中日合作教育の方
法によって国際化的複合型人材を育成する効果を考察しようとするものである。 
 
１．「中外合作教育」の定義と意義 
(1) 「中外合作教育」の定義 
 「中外合作教育」は中国では改革開放政策が実施されてから発展してきたことであり、
中国高等教育の改革の一環である。1980 年代の中国は“文化大革命”の影響を受けて、教
育レベルが低く、外国の教育レベルとの差が大きいことは明らかであった。1990 年代に
入ってから、中国国家教育委員会は中国の教育現況と当時の国際情勢に基づいて、「中外合
作教育」の規定を作成し、1995 年に「中外合作弁学暫定規定」を公表した。さらに 2004
年に「中華人民共和国中外合作弁学条例実施方法」が公表された。その中で「中外合作教
育」について「中外合作教育機構」を設立することと、中国側と外国側が協力して教育を
行う「中外合作教育プログラム」との二つの形式があるとされた。本稿では主に「中外合
作教育プログラム」のことを指す。つまり、「中外合作教育プログラム」とは、中国の教育
機構と外国の教育機構は別の教育機構を設立しない方式で、学科と専攻の設置、カリキュ
ラム設置などの面で、中国国民を主要募集対象とする教育や教学活動を行うことである（２）。 
(2) 「中外合作教育」の意義（３） 
 中国の改革開放政策が実施されてから今日までの 38 年間、高等教育の改革と教育の国
際化が日増しに進み、「中外合作教育機構」と「中外合作教育プログラム」も大幅に増加し
た。中外合作教育の実施は中国の高等教育の発展にとって非常に大きな意義があり、特に
その現実的な意義は主に以下の面に現れていると言える。 
1）外国の先進的な教育理念と教育内容を取り入れることができ、先進的な教育・教学管 
理方法を学ぶことができる。それによって中国の高等教育の質を高めることができる。 
2）中国の優秀な伝統文化を外国に発揚するとともに、外国の優秀な文化を参考にするこ 
とにより、世界的な文化交流を実現することができる。 
3）中国の高等教育管理体制の改善に役に立てることができる。 
4）中国の大学の国際競争力と知名度を高めることに非常に有益である。 
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5）外国の優れた教育資源を取り入れ、外国の教育モデルを参考にすることにより、中国 
の高等教育の改革を促進することができる。さらに高等教育の国際化によって、ハイ 
レベル人材に対する需要を満たすことができる。 
6）外国の大学の体系的な管理体制、教育体制、教育方法及び教育思想を取り入れること 
により、大学内部の教学体制と管理体制の改革を促進することができる。 
7）学生にグローバルな視野を持たせ、多様な文化が存在することを学生に深く理解させ、
彼らの外国語の言語能力、実践能力、異文化コミュニケーション能力などの、全面的な
能力と総合的な素質を高めることができる。 
 
２．河北工業大学と鈴鹿大学との合作教育プログラムの教育理念 
 河北工業大学は河北省に所属しているが、大学の所在地は天津市に位置し、華北経済圏
に属している。当大学は工科系を主として、多専攻の協調的発展を遂げた河北省の重点大
学である。当大学の外国語学部日本語学科は 2001 年に設立され、10 数年の発展を経て、
完全化された教学システムを持っている。当大学の日本語学科は経済発展による日本語人
材に対する需要に適応するために、「しっかりした基礎と強い能力、高い素質」（４）を持つ
応用型人材の育成に終始取り組んでいる。現在、北京、天津、河北地区にある高等学校の
中で日本語専攻を開設するのは 60 校以上あり、毎年日本語専攻の卒業生は数千人に達して
いるため、彼らにとって就職の競争状況はますます激しくなった。このような情況の下で、
当大学日本語学科の学生の競争力を高め、工科系大学における外国語専攻の人材育成の特
色を出し、中国の経済発展による国際化的で高素質なハイレベル人材に対する需要を満た
し、外国語ができる上に専門的技能を持つ複合型人材を育成するために、当大学は 2008
年に鈴鹿大学との間で友好的な交流協議及び“2+2”のダブルディグリー合作教育プログラ
ムの協定を締結した。 
このプログラムの教育理念は、日本の大学の優れた教育資源を十分に利用し、グローバ
ルな環境の下で国際的意識と国際的視野を持つ、外国語によるコミュニケーション能力が
高く、二種の専門知識を持つグローバルな高素質の複合型、応用型人材を育成することに
よって、中国の経済発展に力を注ぐことである。このような教育理念の下、このプログラ
ムによって 48 名（2016 年 4 月現在）の優秀な複合型人材を育成した。彼らは日本語及び、
日本文化と日本の風俗習慣をよく理解し、「国際学」または「観光学」の専門知識を持って
いる。従って、このプログラムは優れた個人的効果と社会的効果を収めた。その効果は学
生及び彼らの保護者、協定校、就職先から好評を博し、社会的に高評価も得た。 
 
３. 両大学間の合作教育プログラムの形式及びその特徴 
(1)両大学の合作教育プログラムの形式 
 河北工業大学と鈴鹿大学は共同で行った合作教育プログラムは“2+2”のダブルディグ
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リー合作モデルである。つまり、日本語を専攻とする河北工業大学の学生は入学してから
最初の 2 年間、河北工業大学で日本語専攻が必須とされる全学共通科目と日本語専攻の基
礎科目を履修することによって、基礎的な日本語を学び、日本留学のために必要な言語的
基礎を築く。三年生になってから、留学希望者は鈴鹿大学が当大学で行う筆記試験と面接
を受けて、合格者は鈴鹿大学の入学資格を得て、翌年の４月に日本の新学年が始まる時に
鈴鹿大学の国際学科または観光学科の三年生に編入し、三年生と四年生の 2 年間に渡って
鈴鹿大学で「国際学」の専門科目の学習をする。両大学が決めた必要な単位を履修し、さ
らに両大学でそれぞれ卒業論文の制作と論文の答弁をしなければならない。合格者は河北
工業大学の「日本語言文学」の学士と鈴鹿大学の「国際学科」または「観光学科」の学士
学位を獲得する。双方は互いに学生が協定校で取得した単位を認めるのである。 
(2)当該プログラムの特徴 
 このプログラムの特徴は両大学の異なる専攻で行われるのである。つまり、河北工業大
学日本語学科の学生は留学期間中に河北工業大学が要求した日本言語文化関係の科目（例
えば、日本語会話、日本語作文、日本語読解、日本文化、日本経済など、日本語専攻の学
生に対する必須科目）を履修しなければならないが、それと同時に日本人学生と一緒に日
本人教員が講義する国際学または観光学などの専門科目を履修しなければならない。この
ように 2 年間の留学生活を経て、学生たちは早く日本語でのコミュニケーション能力を高
めるだけでなく、ある専攻の専門知識も身に付けることができる。そして、このプログラ
ムの参加者の学費などの負担を減らすために、鈴鹿大学は入学金と一部の学費を減免して
いる。また参加者は、一年目の各科目成績によって二年目に日本政府や民間社会団体など
が提供した奨学金を獲得することもできるのである。 
 教学管理の面においてプログラムの参加者は留学期間中に、両大学の管理制度に服従す
べきであり、各学期の期末試験が終了してから、参加者自身は自分の期末試験の成績を河
北工業大学外国語学院の教務部門に提出し、単位の認定を受ける。また参加者の日本での
学習情況と生活状況を把握するために、河北工業大学外国語学院は学生に自分の学習報告
を提出しなければならないと要求している。 
 
４．当該プログラムの効果に関する調査と分析 
 河北工業大学と鈴鹿大学との合作教育プログラムの教育効果（個人的効果と社会的効果
を含む）を考察するために、筆者は 2014 年 8 月の夏期休暇中に 48 名の当該プログラム参
加者にアンケート調査を行った。そのうちの 36 名の参加者は調査時にすでに鈴鹿大学を卒
業し、一部の参加者は、日本で京都大学や、名古屋大学、同志社大学などの大学院に進学
したり、一部の参加者は日本の企業または中国の日系企業などに就職していた。それ以外
の 12 名の当該プログラム参加者は、調査時に鈴鹿大学在学中（三年生と四年生の各 6 名）
であった。調査方法については、筆者はアンケート調査の内容をインターネットで 48 名の
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参加者全員に送り、2 週間以内に 48 名の参加者全員からアンケートの回答を回収した。ア
ンケート調査の質問項目は、本論文末尾に資料として添付する。アンケート調査では、主
に日本留学によって彼らの言語能力（聞く能力、話す能力、読解力及び作文能力を含む）、
コミュニケーション能力、総合的能力、言語以外の専門知識と専門的技能、社会活動能力、
環境適応能力、社会的責任感、思考力と判断力、個々人の心理的忍耐力、問題解決能力な
ど様々な面で収めた効果について質問した。集計結果は、以下の表 1 から表 4 と、図 1 か
ら図 4 に示される。 
(1) 言語能力と専門的技能 
表１ 回答者の言語能力と専門的技能などに関する調査分析 
 大幅向上 少し向上 あまり向上しない 向上しない 
聞く能力 74% 24% 2% 0% 
話す能力 50% 50% 0% 0% 
読解力 36% 62% 2% 0% 
作文能力 29% 64% 7% 0% 
学習研究能力 26% 67% 7% 0% 
言語以外の専門
技能 
24% 52% 24% 0% 
 
上記表１の回答に示されたように、98％の回答者の聞く能力と 100％の回答者の会話能
力が留学によって高まったが、そのうち 74％の回答者の聞く能力と 50％の回答者の会話能
力が大幅に高まった。また 90％以上の回答者は日本語の読解力及び作文能力がある程度高
まった（「ある程度高まった」というのは、分析結果の表の「大幅向上」と「少し向上」を
合わせたものである。以下同様）と表明した。この結果から見て分かるように、言語を学
習する環境は学習者に対する影響力はかなり大きく、とくに学習者の聞く能力と会話能力
の向上に大きな影響を与えるのである。したがって、外国語学習者は自国で外国語を学習
するより、当該言語の母国に留学して学習するほうが、言語能力の向上にとって非常に効
果的であると言える。さらに 90％以上の回答者は学習能力と研究能力もある程度高まった
と表明したが、それは日本の大学が学生の自主的学習を重視するからである。日本では各
大学で「ゼミナール」が設けられ、その授業で学生たちが自分の研究したいテーマについ
て事前に資料を調べたり、授業で発表したりして、ほかの学生が発表内容について質問を
したり、自分の考えや意見を述べたり、最後に教員がコメントしたり、指導したりするこ
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とによって、学生の自主的学習能力、思考能力及び研究能力が高められる。「ゼミナール」
での課題発表や討論によって学生の発表能力も鍛えられる。このような授業のやり方は、
中国の大学が学ぶべきところである。 
 河北工業大学の合作教育プログラム参加者は、日本人学生と同様に毎週「ゼミナール」
を受講している。2 年間の「ゼミナール」の受講によって、彼らは自分で研究課題を決め、
その関連資料を調べる方法を学ぶことができるようになるとともに、科学研究の方法を身
につけることもできたと言える。それによって彼らの学習能力と研究能力が高まったわけ
である。その他、言語以外の専門的技能については、24％の回答者がレベルが大幅に高まっ
たと表明している。少し向上した者と合わせると、76％になる。これは当大学のプログラ
ム参加者が鈴鹿大学で日本語を学びながら、専攻として国際学科または観光学科の専門知
識を学んだダブル効果だと言える。このような効果から見れば、複合型人材を育成するた
めに、中外合作教育プログラムを作る場合、同じ学科で合作するよりは異なる学科間で合
作教育プログラムを作るほうはよりよい効果が現れると考えられる。 
(2) 総合的能力 
表 2 回答者の総合的能力などに関する調査分析 
 大幅向上 少し向上 あまり向上しない 向上しない 
コミュニケーション能力 50% 40% 10% 0% 
社会活動能力 50% 45% 5% 0% 
環境適応能力 67% 33% 0% 0% 
全体的教養と総合的能力 62% 38% 0% 0% 
独自思考力と判断力 62% 36% 2% 0% 
個人の心理的強さ 57% 43% 0% 0% 
社会的責任感 50% 50% 0% 0% 
自信度 55% 43% 2% 0% 
問題解決能力 33% 64% 3% 0% 
就職競争力 38% 62% 0% 0% 
 
表 2 によると、日本留学の経験は学生の各方面の能力向上に大きな影響を与えることが
わかる。まず 90％の回答者は、コミュニケーション能力が、95％の回答者が、社会活動能
6 鈴鹿大学紀要ＣＡＭＰＡＮＡ　Ｎｏ．２３，２０１６
力がある程度高まったが、そのうち、50％の回答者は、この二つの面の能力が大幅に向上
したと表明した。その次に、100％の回答者は、環境適応能力、全体的教養と総合能力、個
人的心理強さ、社会的責任感などの面である程度高まったが、半数以上の回答者がこれら
の面で大幅に高まったという。その他、95％以上の回答者は、問題解決能力、思考力と判
断力、自信度などの面である程度高まったが、半数以上の人は自信、思考力と判断力の面
で非常に高まったと回答した。したがって、留学の経験は、学生の言語能力を高めるだけ
でなく、彼らの社会生活能力と心理的強さを鍛えることもでき、コミュニケーション能力
と社会への適応能力を強めることもできる。このようなことは、「しっかりした基礎、強い
能力、高素質」を持つ外国語人材の育成にとって極めて重要である。さらに留学の経験が、
就職に及ぼす影響について調査したところ、100％の回答者は、留学の経験が就職にある程
度有利であり、そのうち 38％の回答者は非常に有利であると回答した。これは社会と企業
の発展において留学の経験があり、留学先の国の社会や文化、風俗習慣などをよく理解し、
高素質と高い総合能力を持つ外国語人材を必要としていることを物語っている。 
 また留学の経験は、現代の若者の自立能力を養成するにも大きく役立つと言えよう。特
に、現在の 1980 年代と 1990 年代の都会生まれの青年は、ほとんど一人っ子であるため、
小さい時から親や親戚などに甘やかされて育ってきたということで、何事でも親に頼り、
自己思考力と自己判断力も欠けており、自立能力と責任感も不足している。しかし、彼ら
は留学する間に、留学先で自分の日常生活から学業の勉強まで何事でも自分で対応しなけ
ればならないため、徐々に自立能力が高められる。したがって、留学の経験は、彼らの人
格の独立と社会的責任感の養成に大きな役割を果たすことができると考えられる。 
(3)自国文化と日本文化に対する理解 
表 3 回答者の自国文化と日本文化に対する理解度の変化の調査分析 
 大幅向上 少し向上 あまり向上しない 向上しない 
自国文化に対する理解度 31% 62% 7% 0% 
日本社会に対する理解度 52% 48% 0% 0% 
日本文化に対する理解度 60% 40% 0% 0% 
日本社会に対する評価の
留学前後の変化 
26% 74% 0% 0% 
 
表 3 に見るとおり、93％の回答者は、日本への留学によって自国文化に対する理解があ
る程度高まったことがわかった。これは、一般に自国で生活すると、自国の文化や習慣な
どが当然のことだと考え、深く考えないが、外国で留学すると、留学生活における諸々な
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事象に対して無意識に自国文化と留学先国の文化と比較することになり、それによって、
自国の文化に対する理解度が深まったわけである。また 100％の回答者は、留学生活によっ
て日本社会や日本文化に対する理解度がある程度高まったと回答したが、そのうち日本社
会への理解度は 52％、日本文化に対する理解度は 60％が、大幅に高まったと回答している。
これは日本留学の経験が日本社会を正確に理解し、日本文化を十分に理解する助けとなっ
たことを物語っている。さらに 100％の回答者は、留学前後に日本社会に対する評価が変
化したが、全体的評価がよかったと回答したのは、留学する過程で得た収穫である。留学
生は、留学期間中に自ら留学先国文化や、社会と様々な制度に対して自分なりの客観的評
価を出すことができるため、両国間の文化理解と交流を深めるには非常に役に立つと考え
られる。 
(4)鈴鹿大学の教学状況と学習環境に対する評価 
表 4 回答者の鈴鹿大学の教学状況及び学習環境に対する評価と分析 
 非常によい 比較的よい 普通 よくない 
日本の教育環境と教
育水準 
29% 69% 0% 2% 
鈴鹿大学の教学方式 17% 79% 2% 2% 
鈴鹿大学の教学設備 55% 45% 0% 0% 
 
表 4 によると、95％以上の回答者は、日本の教育環境と教育水準、及び鈴鹿大学の教学
設備と教学方式に対して高い評価を与えている。これは、中外合作教育方式が、中国の大
学が外国の大学の優れたところを取り入れることにも役に立つことができ、中国の大学教
育の教学モデルの改革にも有益であることを表している。特に日本のゼミナールの発表方
式は、学生の言語表現能力とコミュニケーション能力を高めることができ、学生の自主的
学習能力も高めることができるのである。 
(5)留学の個人的効果と社会的効果 
留学の個人的効果と社会的効果について、訪問調査対象者に対して、次の質問を出した。 
留学の個人的効果とは、個人に還元される留学の効果である。現在の留学は、個人のス
キルアップと将来へのキャリアに投資することが主眼であるので、留学先や専門の選択も
個人の自由である。その反面、費用は私費が多く、受益者負担主義が原則である。それに
対して留学の社会的効果とは、国家や社会に還元される留学の利益を指す。アジア各国は
近代化の過程で、欧米や日本に留学生を派遣したが、その費用は国費（公費）であり、留
学の成果は国家社会に還元されることが義務づけられていた。改革開放政策初期の中国政
府主導の国費留学生の派遣も、これにあたる。 
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1)留学の個人的効果はどう思いますか？ 
A.非常に大きい B.比較的大きい C.比較的小さい D.小さい 
図１ 留学の個人的効果への考え 
 
2)留学の個人的効果がどの面に現れますか？ 
A 就職に有利 B.日本語能力向上 C.視野を広める D.国際意識増強  
E.考え方が変化 F.生活水準向上 G.社会活動能力向上 H.昇進 I.給与増加  
J.総合的能力向上  
図２ 留学の個人的効果の出現面 
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3)留学の社会的効果はどう思いますか？ 
A.非常に大きい B.比較的大きい C. 比較的小さい D.小さい 
図３ 留学の社会的効果について 
 
4)留学の社会的効果がどの面に現れますか？ 
  A.仕事に対する責任感 B.対外交流拡大 C.社会貢献度増加 D.社会的責任感増加 
E.団体協力意識増強 F.世界に中国を理解させる G.中国文化を広める  
H.対外合作プログラム導入 
図４ 留学の社会的効果の出現面 
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図 1 から図 4 の調査結果によると、95％の回答者は、留学が個人的効果をもたらしたが、
そのうちの 40％の人が、個人的効果が非常に大きいと回答した（図 1）。そして 78％の回
答者は、留学がある程度社会的効果ももたらすことができると述べた（図 3）。この結果は、
中外合作教育プログラムは留学生自身だけでなく、社会に対しても大きな役割を果たすこ
とを証明している。図 2 に見るとおり、個人的効果のうち、主に「日本語能力向上」、「視
野を広める」、「就職に有利」といった面の効果が非常に大きい。ついで、60％以上の回答
者は、「考え方が変化」、「総合的能力向上」、「社会的活動能力向上」の面においても、大き
な個人的効果があると答えている。これは、日本での学習生活と個人的生活によって学生
の考え方が大きく変わり、性格が強くなり、各方面の能力が高まることを表している。図
4 の留学の社会的効果については、「対外交流拡大」と「世界に中国を理解させる」を選ん
だ人が最も多く、60％弱の回答者は、社会的効果が「中国文化を広める」面にも現れたと
回答した。ここから、中国人留学生は、留学生活において中国人の代表として様々な形で
中国文化を日本人に紹介したりすることによって、より多くの日本人に中国人と中国文化
を理解させることができる。と同時に、彼らが日本で身につけた日本文化の優れたところ
を中国に持ち帰り、より多くの中国人に日本と日本文化を理解させることもできる。さら
に彼らは日本で学んだ先進的な知識と技術などを中国に導入して、中国の経済発展にも貢
献することができるのである。したがって、グローバル化が進展した今日では、中外合作
教育プログラムは、中国と世界各国との交流と合作を促進することができると言えよう。
その他、50％～60％の回答者は、留学によって彼らの社会的責任感も、仕事に対する責任
感も強くなり、集団意識も強まると表明した。このような留学効果は彼らの将来の人生と
職場生活にも大きな役割を果たすことができると考えられる。 
 
５．河北工業大学日本語学科の中日合作教育プログラムの未来への展望 
以上の調査分析によって、河北工業大学日本語学科と鈴鹿大学との“2＋2”の合作教育
プログラムは、非常によい効果を収め、好評を博したと言える。当該プログラムの参加者
は、日本での留学生活によって日本語の聞く、話す、読む、書く、訳す能力などの言語応
用能力が向上しただけでなく、研究者としての研究能力も、社会人としてコミュニケーショ
ン能力、社会活動能力、環境適応能力、独自の思考力と判断力、個人の心理的強さ、社会
的責任感、自信度、問題解決能力、専門的技能などの様々な面の能力も向上することがで
きたのである。さらに留学生活によって、中国文化に対する理解も深められ、日本社会や
日本文化もよく理解することができた。ゆえに、当該プログラムの実施は、当該大学が日
本との交流を深め、学生に視野拡大のチャンスを提供し、彼らの人格形成にも成長にも役
に立つことができたのである。 
今後、両大学は、多様化した学生の要望と社会の需要に基づいて合作形式を拡大するこ
とを考えなければならない。例えば、“3+1”や“2+1+1”、“1+3”、“1+2+1”、“3+2（修士課
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程）”などの形式も考えられ、そのような合作形式を実施することによって、学生が日本で
1～3 年間日本で言語だけでなく、専門知識も学ぶことができる。その他にもっと多くの学
生に、日本文化に触れる機会を提供するために、3 ヶ月～6 ヶ月の短期留学プログラムを作
り、学生の日本語会話能力強化プログラムや、夏休み 1 ヶ月間の短期日本文化体験プラグ
ラムなども作ることができると考えられる。さらに夏休みに鈴鹿大学の日本語学の専門家
を招き、当大学日本語学科の学生に集中講座を開くことも考えられる。今後、両大学の協
力範囲や交流の範囲を拡大することも必要であり、また両大学で日中文化に関する共同研
究を行う必要性もあると考えられる。当該大学の日本語学科は協力する大学を増やし、国
際学科や観光学科だけでなく、他の専門分野においても、合作教育プログラムによって日
本言語文化だけでなく、様々な分野の専門技能を持つグローバルな複合型人材を育成しな
ければならないと考えられる。 
 
おわりに 
 以上述べた結果から、中外合作教育方式によって、国際化的視野を持つ複合型人材を育
成することは、今後、中国の高等教育発展の必然的な動向である。外国語専攻は、中外合
作教育方式を通して中国国内で言語学習の基礎を築き、言語学の基礎理論や基礎知識を学
んだ上で、一定期間の留学によって外国語の応用力を高めることが極めて重要である。し
かし、現在、中国の外国語教育はまだ伝統的な外国語教学方式にとどまっており、多くの
外国語専攻の学生は、様々な語学資格試験や能力試験などでよい成績を取ったが、彼らの
言語応用能力が欠けていたり、外国語の文法はよく知っているが、その言語使用国の社会
や文化については十分に理解していないため、異文化コミュニケーションを行う場合、さ
まざまなトラブルを生じる可能性がある。このような問題を解決するために、各大学は積
極的に外国の大学と合作教育プログラムを作り、それを通して外国語専攻の学生にその言
語の使用国の言語文化、社会文化及び風俗習慣などを身に付けさせなければならない。こ
のような中外合作教育方式によって育成したハイレベル複合型人材は、国際化的視野を持
ち、彼らは中国の経済発展及び世界との交流に大きな役割を果たすことができるのだと言
えよう。 
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添付資料 
アンケート調査の質問票 
  
本調査票は河北工業大学日本語学科の学生で、鈴鹿大学に留学した“2＋2”合作教育プロ
グラムの参加者を調査対象とします。調査目的は当該プログラムの教育効果についてであ
るため、関係者の皆様にご協力をお願いします。 
 
1．あなたは現在、在学中ですか？それとも卒業したのですか？ 
  A.留学中  B．卒業した 
2．留学によってあなたの聞く能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
3．留学によってあなたの話す能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
4．留学によってあなたの読解力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
5．留学によってあなたの作文能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
6．留学によってあなたの学習研究能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
7．留学によってあなたの言語以外の専門技能は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
8．留学によってあなたのコミュニケション能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
9．留学によってあなたの社会活動能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
10．留学によってあなたの環境適応能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
11．留学によってあなたの全体的教養と総合的能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
12．留学によってあなたの独自思考力と判断力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
13．留学によってあなたの個人の心理的強さは向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
14．留学によってあなたの社会的責任感は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
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15．留学によってあなたの自信度は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
16．留学によってあなたの問題解決能力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
17．留学によってあなたの就職競争力は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
18．留学によってあなたの自国文化に対する理解度は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
19．留学によってあなたの日本社会に対する理解度は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
20．留学によってあなたの日本文化に対する理解度は向上しましたか？ 
  A.大幅向上  B.少し向上  C.あまり向上しない  D.向上しない 
21．留学によってあなたの日本社会に対する評価の留学前後の変化はありますか？ 
  A.大いにある  B.少しある  C.あまりない  D.ない 
22．日本の教育環境と教育水準は中国と比較してどう思われますか？ 
  A.非常によい B.比較的よい C.普通  D.よくない 
23．鈴鹿大学の教学方式はどう思われますか？ 
  A.非常によい B.比較的よい C.普通  D.よくない 
24．鈴鹿大学の教学設備はどう思われますか？ 
  A.非常によい B.比較的よい C.普通  D.よくない 
25．留学の個人的効果はどう思われますか？ 
  A.非常に大きい B.比較的大きい C.比較的小さい  D.小さい 
26．留学の個人的効果がどの面に現れますか？ 
A 就職に有利 B.日本語能力向上 C.視野を広める D.国際意識増強  
E.考え方が変化 F.生活水準向上 G.社会活動能力向上 H.昇進 I.給与増加  
J.総合的能力向上  
27．留学の社会的効果はどう思われますか？ 
  A.非常に大きい B.比較的大きい C.比較的小さい  D.小さい 
28．留学の社会的効果がどの面に現れますか？ 
  A.仕事に対する責任感 B.対外交流拡大 C.社会貢献度増加 D.社会的責任感増加 
E.団体協力意識増強 F.世界に中国を理解させる G.中国文化を広める  
H.対外合作プログラム導入 
29．留学生活についてあなたの感想を述べなさい。（自由記述） 
30．留学によりあなたは中国の大学教育改革についての提案を述べなさい。（自由記述） 
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